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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は現在本邦ゴム工業界において広く用いられている JIS規格に基づくゴム試験法のうち, 主と
して材料の力学的性質に関する各種試験法を高分子レオロジーの立場から, 試験法の内容, 各試験量 (指
標) のもつ意義および各指標相互の関連性について論じたもので, 全編5章より成っている｡
























間- 温度換算則が成立しなくなり, 従って線形粘弾性挙動の統丁的評価の困難となるような系として, 2








2章に述べられたレジリエンス, 硬さ, 発熱, および引裂きおよび定速- 軸伸長試験に規定された各種試
験法による指標値を, 試料の粘弾性から解析し, 第3章に示された各種ゴム試料の粘弾性測定結果および
同試料の該当試験法による指標値との関係を理論ならびに実験的に比較検討したものである｡
レジリエンスについてはヤーズレ- レジリエンス, インパクトレジ7) エソスおよび強制振動レジリエン
スがいづれも試料の複素動的弾性率における力学的損失正切 (tang) の指数関数として与えられることを








引裂き試験については, JISIA およびB型試験片を通常の切欠きをもつリボン型試験片の定速- 軸伸
長に等価にすべき形状因子の実験的誘導を試み, あわせて JIS型試験片の切り込み深さの最適値, 引裂
き強さの推定法などを述べている｡ さらに通常の定速- 軸伸長試験における特定伸長率における引張り応





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は現在本邦ゴム工業界において広 く用いられている JIS規格に基づく試験法のうち, 主として





として得られる物質因子とから, 各種試験法における指標値 (応答量) を統一的に記述しようとする概念
を提出している｡ すなわち物質因子については非破壊現象に対し緩和スペクトルを中心とする粘弾性関数
を, 破壊現象についてはSmith-Landelによって提出されたいわゆる破壊包絡線と破壊特性の時間一温度
換算とから誘導される等速伸長下での破壊伸びの温度分散曲線 (破断スペクトル) を, 刺戟の時間と温度
との換算にWiliams-Lande1-Ferryによって提出されたいわゆるWLF式によって与えられる換算則を,
さらに大変形における非線形応力を時間とひずみとの独立関数によって記述す るいわゆ る factorization
の手法をそれぞれ採用し, 各種ゴム材料の試験指標を統一的に記述する概念を確立し, 各指標のもつ高分
子物性論的意義および各指標間の関係を明らかにしている｡









の測定, いわゆるスラブテス トについては, ゴム状弾性体に対する Mooney-Rivlin式を基礎に Smith-
Frederickによって誘導された引張 り応力に関する半理論式と線形粘弾性体の緩和スペクトルを含む等速
伸長式とを組合せた定量的表現を導いている｡ 実験結果との対比は, 試料が充填剤を含むなど複雑な系に
なる程, また指標が破壊応力など極限状態のものになる程, 必ずしも良好な一致を与えないが, 定性的に
は満足すべきものであることを示している｡
以上を要するに本論文はゴム材料の各種力学的試験法の指標のもつ意義および各指標相互の関連性を,
高分子レオロジーの立場から統一的に解析したもので, 学術的にも技術的にも寄与するところが少なくな
い｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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